
干潟の変化と諸問題
～三番瀬を中心に～



１９３６（昭和11）年当時の干潟（１３６ｋ㎡）
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自然保護団体に対する千葉県の回答

「干潟はどこにでもあり、そんな貴重な

ものではない」

「もう内湾漁業の時代ではない。遠洋漁業

の時代だから、干潟はもう必要ない」

「千葉県は昔から貧乏だったから、工業化

して儲けるのだ」



１９４５（昭和20）年当時の三番瀬



１９８５（昭和60）年時点の三番瀬



１９９３年、千葉県が三番瀬埋め立て計画を発表。
埋め立て面積は７４０ha。



市民500人が三番瀬で手をつなぎ、「人間の鎖」で
「これ以上埋め立てないで」と訴えた（1998年11月）



県は１９９９年６月、埋め立て計画の縮小案を発表。埋め立て面積は１０１ha（７分の１）に。



(1)2001年３月の知事選で三番瀬埋め立てが最大
の焦点となり、埋め立て計画の白紙撤回を掲
げた堂本暁子氏が当選。

(2)2001年９月、埋め立て計画は白紙撤回された

2001年に埋め立て計画が白紙撤回された





第二湾岸道路のルート図。この道路について千葉県は「建
設する必要がある」を言い続けている。三番瀬以外は８車
線の用地がほぼ確保されている。



三番瀬「再生」の最大の焦点は猫実川河口域



猫実川河口域市民調査の成果

(1)誰も踏み入れたことのない泥干潟を市民が調査

(2)猫実川河口域の自然の豊かさをデータで示した

(3)アナジャコの生息を初めて明らかにした

(4)天然カキ礁の存在も初めて明らかに

（2007年４月に日本初のカキ礁シンポを開催）

(5)県の自然環境調査に反映

(6)三番瀬の保全運動に貢献



猫実川河口域の特徴

• 猫実川河口域は、三番瀬の多様性を支えている。

• 猫実川河口域は、多種多様な生き物が生息する重要な浅瀬である。

• 大潮の干潮時には約30ha以上の広大な泥干潟が現れる。
• 県の生物調査では、動物195種、植物15種が確認されている。そのなか

には、県レッドデータブックに掲載されている絶滅危惧種も、ウネナシトマ
ヤガイ、エドハゼなど11種が含まれている。市民調査でも、カキ礁周辺で
動物141種、植物16種を確認している。

• まさに、ここは三番瀬の中でもっとも生物の多い海域であり、東京湾漁業
にとっても大切な“いのちのゆりかご”となっている。

• この海域には、約5000㎡のカキ礁も存在する。カキ礁は、水質浄化機能
が高いだけではなく、魚礁としての機能も高く、海外においてはその価値
が高く評価されている。



猫実川河口域は大都会の中の秘境。
大潮の干潮時には約30haの泥干潟が現れる。
人が立ち入らない。漁業権も設定されていない。



猫実川河口域のカキ礁はカキが何重にも積み重なりタワー状になって
いる。多様な生物が生息し、「カキ礁生態系」を形成している。



イダテンギンポがカキ殻のなかに無数の卵を産みつけ、
それを守っている。



三番瀬環境改善策の優先課題
(1)貝類に壊滅的打撃を与える青潮

(2)貝類を全滅状態にする行徳可動堰（ダム）の運用

洪水時に可動堰が開放されるため、大量の淡水、

汚泥、ゴミが一挙に三番瀬に流れ込む

(3)水循環の回復（江戸川からの真水の常時導入）

(4)その他

①３つの下水処理場から塩素混じりの処理水が三

番瀬に直接放流されている

②全国屈指の汚れた川から汚濁水が流入



最後に

(1)三番瀬に土砂を投入して人工干潟（人工砂浜）をつ

くることは、東京湾の環境や漁業にとっていいことな

のでしょうか。

(2)行政は食料資源や漁業振興をどこまで真剣に考え

ているのでしょうか。（例：行徳可動堰、三番瀬の人

工砂浜化）

(３)猫実川河口域市民調査への参加を歓迎します。

３月～９月に月１回実施

(４)「東京湾保全法」制定の検討をお願いします。


